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　町の中心を流れる清流武儀川。その河川敷に広がる河
川公園は、町内外の人々に親しまれている公園です。パ
ターゴルフ場や芝生広場、水の広場などがあり、休日は
家族連れで賑やかです。また、河原が幅広いため、キャ
ンプをするには絶好のロケーション。春から夏に立ち並
ぶカラフルなテントや川遊びをする子どもたちはこの時
期の風物詩です。そして、いっぱい遊んだ後は、武芸川
温泉でリフレッシュ！
［アクセス］●主要地方道岐阜美濃線で岐阜市内より車で４０分●東海北陸自動車道「美濃」ＩＣより車で１０分
［問合先］企画課（�０５７５・４６・２３１１内線２１５）
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回
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。

　
『
宇
津
保
物
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お
ほ
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ひ
た
る
台
に
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た
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ほ
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せ
て
」
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平
安
時
代
の
こ

ろ
は
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ら
く
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台
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あ
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が
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。
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～紙のふしぎな世界～

【会期】
　７月２１日（水）
　　　　　～８月２９日（日）
【開館時間】
　午前９時～午後５時
【休館日】月曜日
【入館料】無料
お誘い合わせのうえ、
　　お出かけください


